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研究紹介

塑性加工シミュレーションの安定化・高速化に関する研究

１. 背景
金属製品の製造方法の一つに、塑性加工（曲げ、プレスなど）があります。塑性加工についてコンピューター上

でシミュレーションを行い、事前に加工条件や加工後の形状を評価できると、実際に試作品を作る回数を減らせる
ため、コスト削減や開発期間の短縮につながります。この塑性加工シミュレーションでは、金型と材料のようにモ
ノとモノが接触する様子を計算する接触解析が必要です。しかし、従来の接触解析には、計算がうまくいかずシミ
ュレーションが途中で止まる、計算に非常に時間がかかるという問題点がありました。そこで当センターでは、接
触解析の計算プログラムを改良することで、計算が安定して止まることがなく、短時間で完了する塑性加工シミュ
レーションソフトの開発に取り組んでいます。

２．研究内容
オープンソースの構造解析シミュレーションソフトであるFrontISTRに、当センターで改良した接触解析の計算

プログラムを組み込みこむことで、塑性加工シミュレーションソフトを開発しています。オープンソースのソフト
ウェアは、プログラムが公開されており、本研究のように独自にプログラムの改良を行うことが可能です。開発
したソフトの精度を検証するため、銅線材の曲げ加工とアルミ丸棒のプレス加工のシミュレーションを実施しま
した。シミュレーションで予測した形状と実際の加工物の形状とのズレ（誤差）は10%以下に収まっており、高
い精度で加工後の形状を予測できています。また、計算時間は従来手法と比較して1/5～1/2に削減できており、
計算も途中で止まらずに実施できています。改良した接触解析の計算プログラムにより非線形解析時の反復計算の
回数が減少したこと、FrontISTRの並列計算を利用したことが計算時間の削減につながっています。今後は、よ
り複雑な塑性加工についても、開発したソフトによるシミュレーションで再現できるか検証していく予定です。

３．今後の展開
これまで、塑性加工シミュレーションを利用した県内企業との共同研究を実施し、技術普及を行ってきました。

今後も共同研究や講習会等を通じて、積極的に技術支援を行っていきたいと考えています。塑性加工に限らず、
シミュレーションの活用はコスト削減や開発期間の短縮など、多くのメリットをもたらします。シミュレーショ
ンの導入や活用に関するご相談がございましたら、お気軽にお問い合わせください。

担当者 ： 機械・金属部 デジタル技術研究グループ 研究員 山口太一 (専門分野／計算力学)

図1 線材の曲げ加工シミュレーション

図2 丸棒のプレス加工シミュレーション

φ38.0 mm φ39.6 mm

【シミュレーション結果】 【実際の加工】

【シミュレーション結果】

塑性加工シミュレーション
を行うことで加工後の形状
だけでなく、残留応力の分
布等も確認できます。

【実際の加工】

11.2 mm

13.3 mm

11.5 mm13.8 mm
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機器紹介

新規機器設備の紹介

県内企業の新製品開発や技術の高度化を支援する研究･指導のため、機器使用等でご利用いただける新規
機器設備を紹介します。

分光光度計 (㈱日立ハイテクアナリシス UH4150)
<仕様>
光学系 ：ダブルビーム・ダブルモノクロ方式
測定波長範囲 ：240～2,600nm
試料サイズ(透過)：大きさ 30×30mm以上、厚さ 25mm以下

大きさ Φ3～Φ20、厚さ 3mm以下
(微小サンプル透過測定付属装置使用時)

試料サイズ(反射)：大きさ 30×30mm以上、厚さ 5mm以下
<装置概要>

固体試料の紫外、可視、近赤外領域の透過率や反射率を測定する装置で、繊維、フィルム、シート、
ガラスなどの光学特性（透過率・反射率）の測定が可能です。また、波長400nmより長波長域の光を
遮断するバンドパスフィルタを付帯しており、蛍光物質により発生した光を遮断し紫外線のみを透過さ
せることができるため、「JIS L 1925 繊維製品の紫外線遮蔽評価方法」に対応した測定が可能です。

<担当者> 化学・繊維部 渡邉、中山、峠

通気性試験機 (TEXTEST FX3300-Ⅳ)
<仕様>
試料厚さ ：0～50mm（10mm以上は専用のテストツール使用）
測定精度 ：表示値の±3％
測定範囲 ：0.05～700cm3/cm2/s（38cm2テストヘッド）
設定差圧範囲：20～2500Pa
測定単位 ：【通気度測定】cm3/cm2/s, mm/s, ft3/ft2/min, l/m2/s, 

l/dm2/min, m3/m2/min, m3/m2/h, dm3/s
【圧力損失測定】Pa

<装置概要>

<担当者> 化学・繊維部 帰山、斉藤、岩下

ピリングテスター (インテック㈱ IP-3)
<仕様>
測定項目：①JIS L 1058（織物及び編物のスナッグ試験方法）D法

D-1法(ダメージ棒):織物、編物用
D-2法(スチール製ピン):嵩高加工糸を使用した織物用
D-3法(金のこ):厳しい着用条件下使用織物、編物用
D-4法(研磨布):嵩高加工糸を使用した編物用

②JIS L 1076（織物及び編物のピリング試験方法）A法
<装置概要>

着用や洗濯等により試料表面に与えられる衝撃から発生するピリング（生地表面に小さな球状の毛玉が形成
される現象）やスナッグ（引っかかりによって繊維が生地表面から突出する現象）の発生程度を評価する試験
機で、回転箱内張にコルク板が貼られており、その中にゴム管に巻かれた試料を投入して規定時間箱を回転さ
せた後、試料を判定標準写真と比較し等級を判定します。衣服着用時と相関性が高いことが特徴です。

<担当者> 化学・繊維部 伊與、和田

＜装置外観＞

＜装置外観＞

＜装置外観＞
　生地の通気性を評価する試験機で、試料をクランプにより固定し、試料の表裏に一定の圧力差（標準は125Pa）
が発生するように空気吸込ファンと空気孔の孔径を調整し、その時の試料を通過する空気量（cm3/cm2/s）を
計測することができます。また、マスク等の性能を評価する「圧力損失」を計測することもできます。
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熱伝導率測定装置 (英弘精機㈱ FOX200)
<仕様>
測定方法 ：熱流計法（JIS A 1412-2準拠）
サンプル厚さ ：10～51mm
サンプル大きさ ：200mm角
熱伝導率測定範囲：0.005～0.35W/mK

0.005～2.5W/mK（外部熱電対キット使用時）
温度範囲 ：-20～75℃

<装置概要>
熱流計を備えた加熱板、冷却板でサンプルを挟み、熱伝導率を測定する装置です。測定サンプルは主にウレ

タン、スチレン等の断熱材です。
<担当者> 化学・繊維部 笹原、呉藤

キャピラリーレオメーター (㈱東洋精機製作所 キャピログラフ F-1)

<仕様>
シリンダ径　：φ15mm　測定温度範囲：60～400℃
最高荷重　　：50KN　押出速度：0.5～1500mm/min
溶融張力測定：2N　最高引取速度：200m/min

<装置概要>
溶融状態の樹脂を細孔から押し出し、ピストン速度・樹脂圧力から樹脂の溶融時の
せん断粘度を求める装置です。
張力測定用ロードセルを介して、押し出された樹脂を巻き取ることで、溶融張力や
破断荷重などの紡糸特性を評価することも可能です。

<担当者> 化学・繊維部 前川(明)、前川(知)

ファスト・トランジェント／バースト試験器 (㈱ノイズ研究所 FNS-AX4-A20)
<仕様>
対応規格 ：IEC 61000-4-4,JIS C61000-4-4 電気的ファスト・トランジェント／バースト試験
試験電圧 ：0.2～5.0kV   極性：正または負
電源容量 ：単相 AC240V/20A
ﾏﾙﾁｺﾝｾﾝﾄBOX：日本（JIS）,アメリカ（UL）対応
供試体用電源：AC100V～AC240V,50Hz,60Hz対応

<装置概要>
スイッチ操作やモーターの動作で生じる瞬間的なノイズ（EFT/B）を再現し、

電子機器の電磁ノイズに対する耐性評価試験を行うことができる装置です。

<担当者> 新産業創出研究部 千代、根尾

抱合力試験機 (インテック㈱ YR-2LM)
<仕様>
摩擦速度：120回／分（JIS L 1095）、300回／分
往復距離：25mm
試 験 長 ：200ｍｍ
コーム針：0.6mmΦ
摩擦角度：110度（可変式）
張力荷重：20～350g

<装置概要>
糸の耐摩耗性を評価する試験機で、たて糸が織機上で受ける張力や摩擦に対して発生する糸切れや毛羽立

ちの評価に用います。金属製コームの間に糸を通し、一定の張力、一定の速度でコームを往復させることで
糸に摩擦を与え、糸が切れるまでの摩擦回数を測定することができます。

<担当者> 化学・繊維部 帰山、斉藤、岩下

＜装置外観＞

＜装置外観＞

＜装置外観＞

＜装置外観＞
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簡易電解硫酸生成装置 （DIAM㈱ DRW25-010）
<仕様>
電極 ：導電性ダイヤモンド（陽極・陰極）
電極間距離：10㎜
有効電解面積：1.33dm2

出力電圧 ：40V（max）
出力電流 ：80A（max）
貯留タンク ：3L

<装置概要>
硫酸溶液を循環させながら電気分解を行い、高い酸化力を持つ電解硫酸を連続的に生成する装置です。生

成した電解硫酸は、プラスチックなどの有機成分の分解や半導体の洗浄処理などに使用可能です。
さらに、電解質を含む廃液を循環させることで、廃液処理プロセスの実験にも対応できます。

<担当者> 新産業創出研究部 近藤

＜装置外観＞

複合サイクル試験機 (スガ試験機㈱ CYP-100)
<仕様>
塩 水 噴 霧 ：温度35±1℃または50±1℃
乾燥 ：室温＋10～70±1℃、湿度25±5%rh（60℃において）
湿潤 ：室温＋10～60±1℃、湿度60～95±5%rh（50℃において）
試験片枚数 ：64枚（試験片寸法150×70×1mmにおいて）
取付角度 ：15°または20°（垂直に対して）
試験槽寸法 ：幅100×奥行60×高さ50cm
試料枠耐荷重：6kgf

<装置概要>
塩水噴霧・乾燥・湿潤・外気導入を組み合わせたサイクル試験、または単独試験

が可能な複合サイクル試験機です。JIS（日本産業規格）、ISO（国際標準化機
構）、JASO（日本自動車技術会）M609:2024 などの各試験に対応しています。

<担当者> 機械・金属部 小林

過熱水蒸気発生装置 (新熱工業㈱ ASH-D05)
<仕様>
水蒸気量：2～5kg/時間
出口温度：200～500℃
圧力 ：0.1～0.3MPa

<装置概要>
100℃で沸騰気化させ生成した飽和水蒸気にさらに熱を加えて200℃以上の高温状

態にした過熱水蒸気を発生させることが可能で、樹脂の分解、炭化処理に用いるこ
とができる装置でし。本装置を用いることで炭素繊維複合材料の樹脂成分を熱分解
してリサイクル炭素繊維を得ることができます。

<担当者> 新産業創出研究部 雲竜、近藤

＜装置外観＞

＜装置外観＞
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機器紹介

精密測定室の紹介

物体は温度の変化に応じて寸法や形状が変わるため、物体の測定においてはあらかじめ決められた温度（標準
温度）で行う必要があり、工業製品に関しては、JIS B 0680において測定環境の標準温度が20℃と決められてい
ます。当センターの精密測定室は、室内の温度を20±2℃、相対湿度を60％以下になるように室内雰囲気が制御
されており、JISに準拠した各種精度測定に広く利用されています。

＜メーカー・型式＞

(株)大西熱学 OS-52NS

＜仕様＞

・温度20℃±2℃ (制御点精度)

・湿度60％RH以下 (制御点精度)

＜活用例＞

・寸法/形状測定（接触式）

ルビー球を試料表面に
接触させ、試料の寸法/
形状を測定する装置で
す。接触式であるため信
頼性が高く、1μm単位で
の寸法測定を行うことが
可能です。

・寸法測定（非接触式）

CCDカメラと画像処理により、接触式の測定機で
は測定できない電子基板などの薄い部品や軟物体の
寸法測定を行うことが可能です。

・表面粗さ測定

先端がダイヤモンドの接触子を試料表面に接触さ
せ、直線状に走査することで表面の粗さ評価を行う
装置です。粗さ以外にも、表面形状を測定すること
も可能です。

・真円度測定

スピンドル上で回転している試料表面に対してル
ビー球を接触させ、試料の複数断面における表面を1
周分走査し、真円度、円筒度、同軸度などの幾何公
差を測定する装置です。

担当者 ： 機械・金属部 眼鏡研究グループ 研究員 三好克茉 ( 専門分野／機械工学 )

精密測定室用恒温恒湿制御システム
（公財）JKA 2025年度機械振興補助事業（競輪）で整備

三次元座標測定機 高機能表面形状測定システム

真円度測定機非接触三次元CNC画像測定機
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研 究 者 紹 介

産業廃棄物削減を目指して、

リサイクル製品の開発

福井県工業技術センターでは、新素材の開発や精密加
工技術、繊維や眼鏡などの県内産業振興に関する研究開
発を行ってきました。近年では、低環境負荷や脱炭素化
社会実現のための技術開発に取り組む「エネルギー・リ
サイクル研究グループ」が設置され、炭素繊維複合材料
のリサイクル技術やペロブスカイト太陽光発電につい
て研究を行っています。
私は、もともと越前和紙の分析や鑑定、紙漉き技術を

応用した天然繊維と化学繊維の複合化の研究開発を行
っており、企業との共同研究で商品開発も実施していま
した。研究以外では、約７年間、行政等による産業支援
として、医療・福祉・ヘルスケア分野への県内企業の参
入や製品開発の支援、国の競争的資金の事業管理をして
いました。
現在のグループには令和７年度より配属され、廃棄野

菜を混合した和紙の新製品開発や原料の保存性向上の
研究に取り組んでおります。紙の試験サンプルづくりは
角型シートマシン（図１）を用いて手作業で行うため、
大量に作成することはできませんが、パルプ５ℊがあれ
ば１枚のサンプルが作成できます（図２）。パルプや化学
繊維、和紙の原料を使った製品開発や産業廃棄物を活用
したリサイクル製品を作りたいとお考えであれば、お気
軽にお問い合わせください。

図１ 角型シートマシン

新産業創出研究部
エネルギー・リサイクル研究 G
研究員 上野 幹広
（専門分野：有機化学）

図２ シートサンプル

福井県内のジャカード織り技術を

活用した防草シートの開発

建設技術研究部
主任研究員　高島　浩一
（専門分野：防災工学、

インフラ維持管理）

私は、平成 13 年から 4 年間、福井県工業技術セン
ター建設技術研究部の前身である「福井県雪対策・建
設技術研究所」に在職し、当時は主に道路散水消雪の
効率化について研究しておりました。
現在は、県内企業と共同でジャカード織機（図 1）

を用いた「防草シート」の開発および技術普及に取り
組んでおります。開発にあたっては、需要者である県
土木事務所の技術職員にニーズ調査を行い、その結果
を開発の方向性に反映させています。
開発品（図 2）については、促進耐候性試験（図 3）

などの各種評価試験に加え、実際の道路用地での試験
施工（図 4）とモニタリング調査を実施しております。
同時に、技術普及講習会（図 5）等を通じて、県内外
の需要者へ向けた周知にも注力しております。
今後もニーズを的確に捉えた共同開発（図 6）を継

続するとともに、防草シートに限らず、福井県工業技
術センターや県内企業の製品技術を建設技術分野へ
と応用し、公共分野や民間分野に全国展開が可能な製
品開発を推進してまいりたいと考えております。ご興
味のある方はお気軽にお問合せください。

製品製造時に工場から出る産業廃棄物の削減は、す
でに社会全体の課題となっていますが、一朝一夕に解
決できるものではありません。しかし、不良品や加工時
に出る端材の再利用や再資源化の取り組みは、いつで
も始めることができます。まずは一度ご相談ください。
私たちと一緒に、何ができるかを考えていきましょう。

図１ ジャカード織機（共同研究企業）

図３ 促進耐候性試験機

図２ 開発事例

図４ 試験施工（国道364 号）

図６ 今後の開発イメージ図５ 技術普及講習会
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令和８年度一般公開のご案内

福井県工業技術センターは、令和８年4月1６～1８日、最新の研究成果発表および新規導入設備の実演・
展示、専門分野に関する技術講演会等の行事を通して、最先端の科学技術を紹介する一般公開を行います。
研究成果発表は、工業技術センター内でのリアル参加のほか、オンラインでの参加も可能です。
また、一般県民の皆様にも最新の技術を知っていただくため、期間中の土曜日（4月1８日）もセンター

を公開し、小学生・中学生の皆様が様々な科学技術を体験できる科学技術体験コーナーも開設します。
この機会に是非ともご来場くださいますようご案内申し上げます。

福井県工業技術センターニュース Ｎｏ.１６４ 令和８年３月発行
編集・発行 福井県工業技術センター 企画支援部

〒910-0102 福井県福井市川合鷲塚町61字北稲田10

Tel：0776-55-0664 Fax：0776-55-0665

E-Mail：kougi@pref.fukui.lg.jp URL：https://www.fklab.fukui.fukui.jp/kougi/

日程 ４月１６日（木） ４月１７日（金） ４月１８日（土）

9:30～10:45 B206 多目的実習室
研究成果発表(新産業創出研究部) 

9:45～10:45 B206 多目的実習室
研究成果発表(化学･繊維部)

10:00～16:00 センター内
科学技術体験コーナー

11:00～11:45 B206 多目的実習室
研究成果発表(建設技術研究部)

11:00～12:00 B206 多目的実習室
研究成果発表(機械･金属部)

10:30～11:30 講堂
福井県繊維技術協会総会・表彰式

13:30～14:30 B206 多目的実習室
化学分析装置を使った基礎セミナー

13:30～14:40 B206 多目的実習室
機器利用講習会 (吸音特性解析装置)

13:30～15:30 B202 会議室
機器利用講習会(熱伝導率測定装置)

13:30～15:00 B202 会議室
機器利用講習会(ファスト・

トランジェント／バースト試験器)

15:00～16:00 B206 多目的実習室
機器利用講習会(繊維製品評価機器)

13:00～16:20 講堂
令和 8年度繊維学会北陸支部
学術普及講演会(有料)

13:00～17:00 講堂
ふくい宇宙産業創出研究会
設立 10 周年記念セミナー

13:30～17:00 講堂
TES (繊維製品品質管理士)会
北陸支部講演会(有料)

実演
展示

9:00～17:00
研究成果・機器設備等の実演・展示
INPIT 福井県知財総合支援窓口：特許や商標登録等に関する支援や相談（16 日、17 日）

26.03.18570

表紙写真：塑性加工シミュレーション
と実際の加工の比較

☆環境への配慮から、ご来場につきましては、できる限り公共交通機関を利用してください。
また、止むを得ず自動車で来られる場合には、アイドリングストップにご協力ください。

（本誌掲載の写真・記事の無断転用を禁じます。）

県からのお知らせ（毎月１日、１５日）

新 聞

県の施策や事業、イベントなどの最新情報を分かりやすくお知らせしています。

広報誌

朝だよ！ハピネスふくい（FBC）
（毎週日曜 7:00～7:30）

輝け！ふくいチャレンジャー（福井テレビ）
（第１・３土曜 17:00～17:15）

はぴチャンネル（30 秒 CM）

福井県広報広聴課からのご案内

LINE「福井県」

X（旧ツイッター）「福井県広報広聴課」

フェイスブック「ほやほや福井」

フェイスブック、ユーチューブ

「おいでよ！ふくい」（県外向け）

インスタグラム 「insta_fukui」（県外向け）

テレビ SNS

インターネットでも情報公開中！

詳しくは

広報広聴課 HP まで

ラジオ

ふくいチャレンジ通信（FBC ラジオ）
（毎週月・水・金曜 10:20～）

（第３・５土曜 13:50～）

FM 県政スポット（FM 福井）
（毎週金曜 8:45～）

ＮＥＷＳふくい（第４日曜発行※偶数月はデジタル版のみで発行）

アプリ「Catalog Pocket（カタログポケット）」

「マチイロ」で配信中

研
究
成
果
発
表
・
技
術
講
演
会
等
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